
平成３０年２月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成３０年２月１６日（金）午後１時３０分～午後３時１０分
２　場　所　　所沢市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長
［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　  ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、中村啓教育センター副所長兼教育相談室長、柳瀬美紀教育総務課主任
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　なし
６　開　会　　　　　本日の議案は、追加議案第３２号の１件。なお、議案第
３２号については、人事に関する審議のため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
●議案第３２号　県費負担教職員(管理職)の人事に関する内申について
資料に則り、田中学校教育部長から説明がなされた。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
　　
８　協議事項　平成３０年度所沢市教育行政推進施策について
資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長から、以下のとおり説明がなされた。

「平成３０年度所沢市教育行政推進施策」について、主な事業として掲載されている事業は、８３事業である。このうち「重点事業」については、４２事業である。重点事業については、所沢市総合計画実施計画（２０１８～２０２１）の最優先事業・優先事業に該当する事業及び教育委員会で特に指定した事業である。

なお、平成２９年度版からの変更点として、昨年度の審議において「重点事業をしぼった方がよい」との意見が出されたことから、以前の実施計画で最優先事業・優先事業であった１２事業については、重点事業から主な事業に変更をしている。
また、これ以外の「主な事業」については、各分野のバランスや、重要度を踏まえ、所属と調整したうえで４１事業を掲載している。

いくつかの主な事業について、簡単に説明する。

はじめに４ページ「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業について、学校・家庭・地域が一体となり、児童生徒の学ぶ力の向上を図るものである。また主体的･対話的で深い学びの実現に向けた授業改善、家庭学習の定着、幼稚園・保育園・小学校の連携促進、研究委託校での研究などを行い、平成２９年度から３年間をかけて、さらなる学力向上に向けた取組を進めるものである。

次に、「新たな三学期制における教育課程の着実な実施」については、実施から年数が経ち各校で定着がみられることから、担当課と調整の上、削除した。
５番目の「社会科副読本作成委託事業」について、小学校３・４年の社会科で使用する社会科副読本を教科書の改訂に合わせ４年に一度作成しており、その発行作業を委託するためのものである。
７ページ２番目の「特別支援教育支援員等配置事業」について、「特別支援教育支援員配置事業」と「特別支援学級等設置校介助員配置事業」が統合したものである。平成３０年度は、特別支援学級を４学級新設し、心身障害児介助員を３名増員する。今後その旨の文章を下の事業説明の部分に追加する予定である。
８ページの「学校司書配置事業」について、これまでに中学校の全校に１名ずつ、小学校は、１９校に１２名を配置しているが、平成３０年度は、小学校４校に対して２名増員を行うものである。

１０ページ３番目の「学校給食センター再整備事業」について、第３学校給食センターに代わる新たな学校給食センターの事業用地として、現在廃場となっている第２学校給食センターの土地を活用するにあたり、隣接地を取得するものである。

１５ページ２番目の「富岡小学校用地取得事業」について、用地の一部が借地になっていることから、学校運営に際し今後も継続的な利用が見込まれるため、用地を取得するものである。

４番目の「『マチごとエコタウン所沢構想』に基づく小中学校空調設備整備調査事業」について、暑さ対策として空調設備を今後導入していくにあたって、「マチごとエコタウン所沢構想」の理念に基づき、コンサルタントを活用した基礎調査の実施や、環境分野等の専門家からの意見を参考に、所沢市にふさわしい小中学校の空調設備のあり方を検討するものである。

１６ページの「新しい学びの創造に向けたＩＣＴ整備事業」について、電子黒板を、モデル校として選定した小学校２校と、中学校１校に合計９台を配備して、教育の質の向上や電子黒板導入に対する効果検証を行い、平成３１年度以降の整備に向けての基礎資料とするものである。

１７ページ２番目と３番目の「就学援助事業及び福祉総合システム（就学援助システム）改修事業」について、平成２９年度は、「新入学児童生徒学用品費」について増額を行い、新中学１年生対象に中学校入学前の２月に支給を行い、平成３０年度については、新小学校１年生に対しても小学校入学前に支給できるように、システムの改修を行うものである。

２０ページ２番目の「公民館施設整備事業」について、｢所沢市公共建築物修繕計画｣に基づいて、三ヶ島公民館の空調設備の改修工事を行うものである。

２３ページ１番目の「所沢市民体育館メインアリーナ床改修事業」について、床板の劣化による剥がれ等が生じていることから、床板剥離による事故を防止するための改修工事を行うものである。

２番目の「所沢市民体育館等LED化整備事業」について、「マチごとエコタウン推進基金」を活用し、市民体育館及び地区体育館４館の照明灯をＬＥＤ化することで、照度アップによる利用者の利便性の向上、ＣＯ２排出量の削減、光熱水費及び維持管理費の縮減を図るものである。

３番目の「ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設活用事業」について、昨年度ご意見をいただき新規事業として掲載した「東京オリンピック・パラリンピック開催支援」の名称や説明をより具体的にしたものである。
最後に、掲載写真については、ほぼすべての写真を最新のものに変更し、各事業の内容をより分かりやすくするために、より多くの写真を掲載した。
以下質疑。

（寺本委員）

　　全体的に以前よりすっきりとしていて、主な事業の並べ方についても工夫され

ており、とても良いと思います。写真についてもぼかしが入っており、個人が識別されず良いと思いますが、ホームページに載せた場合に、このぼかしがそのまま残せるのでしょうか。
（深谷教育総務課主幹）

　　そのとおりです。そのままPDFファイルにて掲載する予定です。

（中川委員）

　　「公民館施設整備事業」について、平成３０年度の予定では三ケ島公民館だけ

整備するようですが、そのペースで市内の公民館の整備は大丈夫なのでしょうか。
（安田社会教育課長）

　　三ケ島公民館については、今年度設計を行い来年度工事を実施する予定ですが、まだ空調設備改修工事を実施していない公民館もあり、今後公共施設修繕計画等で要望していきたいと考えております。
（中川委員）

　　ある年度に何館もの工事が行われるということがないよう、計画的に実施してほしいと思います。

（内藤教育長）

　　市民部が所管するコミュニティーセンターや、福祉部が所管する施設などを含めた市全体の公共施設全体のマネジメント計画があり、優先順位を決めて進めています。今年度は、小手指公民館の工事を実施していると思いますが、それについて説明願います。

（安田社会教育課長）

　　今年度は小手指公民館の空調設備を改修しており、ホール以外の施設については電気系統を剥がし、同時に照明のLED化も行います。また、これまで電気方式でしたが、ガスを使用したGHPに切り替えて、コストを下げるよう図っています。工事は本年３月３１日まで行い、４月１日から開館できる予定になっております。
（内藤教育長）

　　LED化については、体育施設についても行うと思いますが、それについて説明願います。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　「所沢市民体育館等LED化整備事業」を来年度予定しております。これにつきましては、市民体育館と地区体育館の照明をLED化することを考えております。「マチごとエコタウン所沢構想」に沿って事業を行い、費用の縮減やCO²排出量の削減など、かなりの効果が期待できるものです。
（中川委員）

　　私はよく新所沢地区体育館を利用しますが、少し薄暗いように感じていました。LED化によりそれが、改善されると思いますので良いと思います。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　点灯までに時間がかかる部分についても、改善されると思われます。

（内藤教育長）

　 来年度は、予算額が０円となっていますが、これはどういうことか説明願いま

す。

（海老沢スポーツ振興課長）

　　来年度につきましては、プロポーザルということで、業者を選定させていただ

　く年度とすることから、予算額が０円となります。事業につきましては、平成３１年度に実施する予定です。
（美甘教育総務部長）

　　補足ですが、事業費の総額は１億数千万円となります。ただし、１０年間のリースで契約し、経費が分散されるという利点があります。

　　また、電気代についても、LED化によって年間１千数百万円削減されます。そうすると、１０年間で元が取れることになります。LEDの電球自体は１５年ぐらいは保障期間がありますので、まさに「マチごとエコタウン所沢構想」からしても、この事業は一致するものです。

　　なお、CO²の削減についても、資料に記載したとおりCO²の排出量が表示されますので、どのぐらい排出量を削減できているのか、目に見えるようになっています。

（内藤教育長）

　　所沢市は、自治体が管理している防犯灯を一気にLED化しました。これは、以前清水委員がおっしゃったリース方式で行い、おそらく埼玉県内で初めてのものと思われます。
　　公民館については空調などが老朽化しており、それを整備する時にLED化していく予定です。

学校の照明も暗くなってきていますが、空調工事とも関連してくるので、今後検討していくことと考えております。

（吉本委員）

　　「青少年教育地域指導者研修事業」について、カルチャーパークがキャンプなどずいぶん整備されてきていると思いますが、カルチャーパークを使ってこの事業を行うというような文言があるとよいと思いますが、いかがでしょうか。
（内藤教育長）

　　カルチャーパークについては建設部の管轄ではありますが、ボーイスカウトやガールスカウト、子ども会活動などでは既に使用しております。以前、教育委員の皆さんにも現地視察していただき様々な意見をいただきましたので、引き続き建設部と協議して、カルチャーパークの活用について検討したいと考えております。

（大岩教育長職務代理者）

　　４点質問があります。

　　１点目は「教育課題に対応した学力向上推進事業」について、記載されている予算額はどの事業とどの事業を合計したものなのでしょうか。
　　２点目は給食についてですが、横浜市が食材の値上がりにより質を下げてきましたが、これ以上下げられないところまできて、給食費を月額６００円値上げするというニュースを見ましたが、所沢市ではどうなっているのでしょうか。また、今後の見通しがあれば、教えていただきたいと思います。

　　３点目は「環境教育の推進」について、「環境に配慮した学校づくりを進める」とありますが、「環境に配慮した学校づくり」というのがイメージしづらいので、具体的にどのようなものなのか教えてください。
　　最後に「ミヤコタナゴ」について、増殖は進んでいるのでしょうか。また、「ミヤコタナゴ」の保護に関して、あるいは活用に関しての計画などがあれば教えていただきたいと思います。

（中村教育センター副所長）

　　１点目について、AET１５名と教育センター講師１３名の賃金や報酬が、「教育課題に対応した学力向上推進事業」の主な予算になっております。また、政策体系図に沿って日本語教室もこの事業に含めているということで、昨年度よりも増額になっております。
（内藤教育長）

　　大岩委員のご指摘のとおり、予算額の内訳が分かりづらいと思いますので、それを記載していただくようお願いします。
（池田保健給食担当参事）

　　横浜市の例については、本市でも影響がありますが、野菜の高騰が続いていたこともあり、給食費に影響がないように、なおかつ給食の栄養バランスへの影響を最小限にとどめられるように、例えばみかんの大きさを少し小さくするとか、二つ出していた果物を一つにするなど、若干の献立変更で対応しています。
（大岩教育長職務代理者）
　　給食費の値上げはしないのですか。
（池田保健給食担当参事）

　　今のところ、その予定はございません。

（岩間学校教育部次長）
　　３点目についてですが、各小・中学校は「地球にやさしい学校」の活動に取り組み、その成果を報告しております。具体的には、夏にグリーンカーテンを作ったり、小学校ではビオトープを作ったりしており、表彰された学校もあります。その他、牛乳パックの再利用や節電、節水などの取り組みも、各校で実施しています。
（木村文化財保護担当参事）
　　４点目についてですが、「ミヤコタナゴ」については、自然復帰ができていない状況であり、市内の実験池や埋蔵文化財調査センターを中心に人工繁殖をさせて、種の保存という形で取り組んでおります。毎年、約３０００尾の「ミヤコタナゴ」を維持しており、毎年１０００尾程度を人工増殖しています。寿命が２年から３年であり、人工増殖によって３０００尾を維持している状況です。この数字につきましては、文化庁からも人工増殖する場合の適切な数字であると示されています。

　　今後につきましては、産卵母貝である二枚貝の繁殖が課題になっており、地元のミヤコタナゴ保存会の協力を得ながら、二枚貝の繁殖実験を続けていく中で「ミヤコタナゴ」の自然復帰ができるかどうかということを模索しています。

（内藤教育長）

　　この３年間、二枚貝の実験をやってきて、どの貝であれば「ミヤコタナゴ」が繁殖しやすいか、だいぶ分かってきましたので、今後現地で実験していきたいと考えています。
　　それでは、その他質問、意見はございますか。

《質問意見は無し》

　
（内藤教育長）

　　それでは、各委員の意見を踏まえた対応をお願いしたいと思います。
９　報告事項
　 ○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の２月から５月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○平成２９年度定期監査（学校監査）について（教育総務課）

○山口中学校西側擁壁（土留め杭）復旧工事請負契約締結に係る市議会提出議案議決の教育長臨時代理について(教育施設課)
○平成２９年度所沢市スポーツ大賞表彰式の実施について（スポーツ振興課）

○国指定重要文化財「小野家住宅」茅葺屋根葺替工事見学会（文化財保護課）

１０　その他
　・『「マチごとエコタウン所沢構想」に基づく、小中学校空調設備整備調査事業』

に関する新聞報道について(内藤教育長)
　　先日、新年度の予算や所沢市が来年度どのような事業を行っていくか記者会見があり、様々な報道機関が集まり、市長、財務部長から発表された。その中で、過日教育委員会で議決された「暑さ対策として小中学校に空調設備を設置していくに当たって、『マチごとエコタウン』の精神に基づきながら検討していく」旨の説明がなされた。
　　所沢市としては新電力会社の設立に関すること、小中学校の空調設備設置に関すること、障害者差別解消条例に関することが大きなテーマであったが、質問は小中学校の空調設備についてが相当長い時間市長にされていた。

　　質問内容は、「市長の方針転換なのか」、「いつから着手するのか」、「一気に設置するのか」、「環境にやさしい空調設備とは」など、様々なものであった。その結果の新聞報道であるが、「方針転換」、「設置を前提に検討する」と表現する報道機関もあれば、「環境にやさしい」、「マチごとエコタウン」ということを記事にするところもあった。
　　これまでの経過としては、住民投票があった以降、昨年９月に「平成２９年度所沢市教育委員会事務事業に関する点検評価報告書」の有識者の意見が示され、１０月に請願書が提出された。市議会においても、様々な質疑があった。そして、本年１月４日の政策会議において暑さ対策としてエアコンの導入を含めた検討を進めることが市長より発議され、了承された。翌日の「新春のつどい」において市長より、「暑さ対策として、小中学校にエアコン設置を含めて検討するための調査費を計上する」「マチごとエコタウン所沢構想を掲げる所沢ならではの手法はできないか、調査検討してもらう」旨の発言がなされた。
　　こうしたことを踏まえて、先月（１月３１日）行われた教育委員会会議で、教育委員会としても同様の内容で議決したところである。

　　以下質疑。

（中川委員）
　　先日、エアコンについての市民が話し合う会のようなものが開かれていたと思いますが、その内容をご存知であれば教えていただきたいと思います。

（千葉教育総務課長）

　　市民の集会については承知しておりません。

　　なお、２月１０日に政策討論会が開催され、市議会議員がエアコンに関して討論をしていました。その中で、今後教育委員会が調査をしていくという件について、「どのような調査をするのか」、「調査というのはどのようにエアコンを設置するのかを調査するということなのか」、「老朽化していく教育施設に対して、全ての学校にエアコンを設置するのが、果たしてよいのだろうか」、「様々な教育の課題があるので、今後そのバランスが難しいのではないか」などの意見がありました。
・研究員・学び創造アクティブプラン研究委託校研究発表会について（中村教育センター副所長）
　　２月１７日（土）に教育センターで開催する予定である。研究員は１１研究部で、２年間の研究の成果と課題を発表する。学び創造アクティブプラン研究委託校については、クリエイト研究全６校の他、推進委員会で選出された３校が１年間の研究を発表する。
・平成２９年度所沢市PTA連合会教育講演会について(安田社会教育課長)

　　２月４日(日)新所沢公民館にて開催され、『「生きるチカラ」～自然豊かな都市所沢で暮らそう～』を演題として清水委員に講演していただいた。当日は、学校関係者や保護者など１６５名が参加者した。参加者のうち１２０名から感想をいただき、「子どもにあこがれる大人になろうと思った」、「本当の意味での生きる力を知った」などの声が寄せられ、たいへん好評であった。

・学校給食展について（池田保健給食担当参事）

　　２月２日（金）３日（土）に新所沢まちづくりセンターにて開催した。２日（金）は降雪の影響もあり来場者が１４０人程度であったが、最終的には１０２９名が来場した。
　　内容は、学校給食に関する児童生徒の作品の展示や学校給食のDVDの上映、牛乳パックリサイクルの取組などを紹介した。特に、給食に携わる調理員を始め命等への感謝のことばが多く見受けられた。
　　そうした作品は給食展に限らず、給食に携わる方々のモチベーションを上げられるように、機会を捉えて紹介していきたいと考える。

・小中学校の研究授業等について（教育長）

　　各小中学校では様々な委嘱研究を受けたり、研究授業を発表したりしているが、今後は一覧にして教育委員の皆様に事前に周知したいと考える。視察したい学校の発表があれば、学校側の準備等の都合もあるので、事前に事務局に連絡していただくようお願いする。
・今後の日程等について

教育委員会会議３月定例会：３月１９日（月）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
教育委員会会議４月定例会：４月２７日（金）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午後３時１０分

